

第1章　Appleの誕生
1-1　Appleについて

　2021年4月1日で、Appleは創業46年目を迎えた。破綻寸前から時価総額1兆ドル（約107兆円）企業へ、iPodやiPhoneなどの大ヒット商品を世の中へ送り出してきた。今から45年前の1976年、Appleはスティーブ・ジョブズ氏とスティーブ・ウォズニアック氏、そしてロナルド・ウェイン氏の3人で設立された。このうちロナルド・ウェイン氏について多く語られることはないが、創業時にはAppleの株式の10%を保有していた。しかし創業から12日後、持ち株を800ドル（約86,000円）で処分、給料を1,500ドル（約161,400円）貰うと、会社を去ってしまう。Appleの時価総額は1兆ドルを超えているため、仮に10%の株を今に至るまで持ち続けていたら、それだけで10兆円超の資産を有していた計算になる。「当時はそれが最善の選択だった」、「後悔はない。死ぬまで答えは変わらない」と語るウェイン氏は2020年も存命し、5月に87歳の誕生日を迎えた。しかし2017年の時点では、iPhoneを含むApple製品を所有していなかった。

　これまでAppleは、数多くのヒット商品を世の中に送り出してきた。Apple社を代表する製品を3つ挙げるとするならば、コンピューターのAppleⅡ、音楽プレイヤーのiPod、そしてスマートフォンのiPhoneではないだろうか。AppleⅡは1977年、1,298ドル（約139,600円）で発売された。一部の技術者向けではなく家庭向けとして売り出したことで大きくヒットしコンピューターのあり方を大きく変えたと言われている。その後、Appleは経営が行き詰まり破綻寸前にまで陥ったが、スティーブ・ジョブズ氏が復帰し98年にiMacをリリースし第二の春が始まった。次なるヒット商品はなにかと注目が集まる中、2001年に登場したのがiPodだ。企画からわずか10カ月で出荷された。このmp3プレイヤーがいかにヒットしたかは、2005年〜2006年にかけてのAppleの最大の収入源だったことから明らかだ。その中でもAppleを象徴するのが、2007年に登場したiPhoneだろう。iPhoneの登場によって業界の勢力図は一気に塗り替わった。iPhone登場以前にスマートフォン業界を席巻していたBlackBerryやNokiaは現在、スマートフォン生産を終了し、ライセンス提供に切り替えている。Motorolaは現在もスマートフォンを精力的にリリースしているが、Lenovoの100%子会社となっている。今後登場する次世代製品として、Apple CarやApple Glassesなどが噂されている。創業50年目には一体どんなデバイスで市場を席巻しているのか夢が膨らむ。

1-2　スティーブ・ジョブズについて

　スティーブ・ジョブズは、今や世界中の誰もが知るApple社の創設者であり、MacやiPhoneの生みの親と知られる実業家だ。享年56歳と短い生涯だったが、死去する2011年にはApple社の時価総額は23363億ドル（約24兆円）で当時世界一となり、2021年には2.17兆ドル（約224兆円）に到達。世界に革新を起こしたiPhoneはこれまでに18億台以上が販売され、世界でアップルのことを知らない人はいないと言っても過言ではない偉業を成し遂げた。そんなジョブズの生い立ちを紹介する。1971年、当時16歳だったスティーブ・ジョブズは友人のスティーブ・ウォズニアックとブルーボックス（電話回線を不正利用して無料で長距離電話ができる機械）を自作し売り捌いていた。大きな利益を得たが、あるとき銃で脅されブルーボックスを奪われる事件をきっかけにブルーボックスの自作販売はやめることになった。ただジョブズはのちに、このブルーボックスで商売した経験がなければAppleが誕生することはなかった、と述べている。その後ジョブズは、一緒にブルーボックスを販売していたウォズニアックが自作したマイクロコンピュータ「Apple I」に商業的な価値を見出し、自宅ガレージに「アップル・コンピュータ・カンパニー」を設立、販売を開始する。これが今や誰もが知るAppleの始まりだった。その後、ジョブズは非常に頑固でストイックな性格もあり、開発チームや経営陣との確執が原因でApple社を一時離脱したりもしたが、最終的には iMac や iPod、そして iPhone などのデジタル業界を牽引する製品を数多く産み出した。

　次にジョブズの都市伝説を3つ紹介する。1つ目は「不潔を理由に夜勤に変えられた」だ。スティーブ・ジョブズは特に若い頃は不潔なことで有名だった。大学構内を裸足で歩き回っていたり、菜食主義だから体臭は臭くならないと考えてシャワーを全く浴びなかったりしたそうだ。アタリ社で働いているときも同じような不潔な状態だったため他の社員から苦情がきて、一人だけ夜勤に変えさせられたそうだ。ただ、夜勤になったことで夜中こっそりウォズニアックを会社内に入れて仕事をしてもらったりしている中で将来のコンピューターの土台となる技術が生まれ、結果としてはジョブズが不潔で良かったということになる。2つ目は「5分間のスピーチの準備に数時間」だ。初代iPhoneの発表スピーチや、スタンフォード大学の卒業式で行ったスピーチにもあるように、ジョブズはスピーチが上手いことでも有名だ。ただ、ジョブズは単に喋りが上手なわけではない。5分間のスピーチのための準備をする際には、何週間も前から準備を始め、チームで数百時間を費やしして製品技術についての勉強や情報収集、デモの準備などを行い、リハーサルは丸2日、本番前日には本番と同じリハーサルを必ず1～2回行っていたそうだ。常人には中々できない徹底っぷりだが、だからこそ人々を惹きつけるプレゼンを生涯行うことができたのだと考える。3つ目は、「ジョブズの遺した金庫を開けるために指紋認証がiPhone5Sに搭載された」だ。指紋認証機能が初めて搭載されたiPhone5S。この指紋認証機能にまつわる都市伝説があり、それはジョブズが遺した金庫を開けるための指紋を探し出すためにiPhone5Sに指紋認証機能が搭載されたというものだ。2011年に亡くなったジョブズですが、亡くなる前に未発表の画期的なアイディアをまとめたメモを遺していたそうだ。そのメモは金庫に入れられ、その金庫はジョブズの指紋によってロックされているのだ。指紋は数百万人に一人程度の確率で一致することがあるらしく、iPhone5Sに指紋認証機能が搭載されたのは、ジョブズと同じ指紋を持ち、金庫を開けることができる人を探し出すためだという。

　最後にジョブズの性格について話す。スティーブ・ジョブズの性格については「最悪」と言っても過言ではない。癇癪持ちで自分の意にそぐわない場合は辛辣な言葉で従業員を罵倒したり、ときにはその場でクビにしたりもしたそうだ。また、部下がアイディアを持ってきたときには聞く耳を持たないような態度を取りながら、次の日にはそのアイディアを自分で思いついたかのように話していた、というようなエピソードもある。他にも恋人が妊娠しても自分の子どもだと認知しなかったり、裁判で養育費の支払いを義務付けられたのに途中で支払いをやめたり、山分けのはずの報酬を嘘をついて自分の取り分を多くしたりなどがある。ジョブズの性格の悪さが現れているエピソードは、アメリカの技術ニュースの専門ウェブサイト「ビジネス・インサイダー」に「スティーブ・ジョブズが最低な人間だったことを示す16例」というまとめ記事が作られるほどだったそうだ。様々な業績を残したジョブズだが、「優れたリーダーになるためにはスティーブ・ジョブズを真似てはいけない」とまで言われている。
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